
　

連
盟
創
立
五
十
周
年
記
念

　
　
令
和
七
年
度

総
会
及
び
俳
句
大
会

高
野
ム
ツ
オ
先
生
の
講
演
を
聴
く

主
宰
、
日
本

現
代
詩
歌
文

学
館
館
長
高

野
ム
ツ
オ
先

生

の

記

念

講
演
に
移
る
。

演
題
は
「
俳

句
と
風
土
」

で
、
師
事
し

た
「
小
熊
座
」

主
宰
佐
藤
鬼

房
の
九
つ
の

　
連
盟
創
立
五
十
周
年
記
念
の
令
和
七
年
度
総

会
及
び
俳
句
大
会
が
、
木
々
の
緑
が
目
映
い
六

月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
北
日
本
新
聞
ホ
ー

ル
に
於
い
て
百
三
十
七
名
の
参
加
を
得
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
森
川
敬
三
幹
事
司
会
の
も
と

中
坪
達
哉
会
長
は
、
初
代
会
長
吉
沢
卯
一
氏
は

じ
め
、
歴
代
会
長
黒
田
晩
穂
氏
、
福
永
鳴
風

氏
、
長
沼
紫
紅
氏
の
功
績
を
讃
え
な
が
ら
五
十
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周
年
記
念
大

会
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
に

感
謝
し
、「
こ

の
五
十
年
で
、

日
本
の
俳
句

が

世

界

の

俳
句
と
し
て
、

我
々
の
想
像

を
超
え
る
ス

ピ
ー
ド
で
世

界
各
国
に
広

が
っ
た
。
英

語
俳
句
も
定

着
し
て
お
り
、
世
界
中
の
人
々
が
日
本
の
俳
句

を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。
引
き
続
い

て
荒
木
か
づ
を
幹
事
が
「
五
十
年
の
歩
み
」
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
紹
介
。
そ
の
後
、
合
同
句

集
第
一
集
か
ら
四
十
九
集
ま
で
連
続
し
て
投
稿

し
て
き
た
会
員
九
人
を
功
労
者
と
し
て
表
彰
し

た
。（
受
賞
者
の
氏
名
と
写
真
は
別
掲
）　

　
総
会
の
議
長
に
岡
田
康
裕
理
事
を
選
出
し
中

島
平
太
事
務
局
長
が
令
和
六
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
を
行
い
、
菅
野
桂
子
監
事
が
監

査
結
果
を
報
告
し
、
こ
れ
ら
を
承
認
。
さ
ら
に
、

令
和
七
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
を
提

案
し
、
原
案
通
り
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
又
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
中
坪

会
長
か
ら
現
役
員
を
再
選
し
た
上
で
、
片
桐
久

惠
、
河
内
ゆ
う
子
、
中
尾
三
久
の
三
氏
の
理
事

の
退
任
ま
た
、
大
久
保
置
箔
監
事
の
退
任
に
伴

い
、
岡
本
芙
美
、
田
上
眞
知
子
両
氏
が
理
事
、

中
田
広
美
氏
が
監
事
に
新
た
に
就
任
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
、
全
て
の
議
案
は
可
決
し
総
会
は

滞
り
な
く
終
了
す
る
。

　
続
い
て
現
代
俳
句
協
会
会
長
、「
小
熊
座
」

第 100 号

令
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七
年
七
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行

富
山
市
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―
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四

　
〒
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電
話
〇
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六
―
四
四
五
―
三
四
四
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振
替
番
号  

金
沢
　
五

―
一
七
一
〇
八

　
北

日

本

新

聞

社

編

集

局

内

富

山

県

俳

句

連

盟

（挨 拶 の 中 坪 達 哉 会 長）

句
集
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
句
を
中
心
に
、「
風
土

に
培
わ
れ
た
心
を
詠
む
こ
と
が
、
本
来
の
俳
句
。

ど
の
時
代
に
も
あ
る
風
土
と
い
う
も
の
を
見
つ

め
直
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
た
。

（
講
演
要
旨
は
別
掲
）

　
小
憩
後
、
俳
句
大
会
に
移
り
既
に
出
句
さ
れ

て
い
た
五
百
二
十
句
（
二
百
六
十
名
）
に
つ
い

て
講
師
及
び
連
盟
役
員
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
た

特
選
句
並
び
に
入
賞
句
を
森
純
子
幹
事
、
野
中

多
佳
子
幹
事
が
披
講
し
、
表
彰
式
に
移
る
。

　
ま
ず
講
師
の
高
野
ム
ツ
オ
先
生
よ
り
丁
寧
な

る
講
評
を
戴
く
。
続
い
て
楠
浩
介
北
日
本
新
聞

社
編
集
局
生
活
文
化
部
長
か
ら
、
北
日
本
新
聞

社
賞
を
又
、
中
坪
達
哉
会
長
か
ら
連
盟
賞
が
そ

れ
ぞ
れ
に
贈
呈
さ
れ
た
。（
成
績
は
別
掲
）

　
浅
野
義
信
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総

会
、
俳
句
大
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　
会
場
を
県
民

会
館
八
階
バ
ン

ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

に
移
し
、
午
後

五
時
よ
り
創
立

五
十
周
年
記
念

祝
賀
会
を
七
十

名
の
参
加
を
得

開
催
。
寺
田
嶺

子
連
盟
会
員
の

司
会
の
も
と
、
中
坪
達
哉
会
長
が
挨
拶
。
続
い

て
講
師
の
高
野
ム
ツ
オ
先
生
、
来
賓
の
伊
東
眞

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
会
長
、
蒲
地
誠
北
日
本

新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
（
写
真
）
よ
り
祝
辞

を
賜
る
。
続
い
て
祝
電
を
披
露
し
、
室
尚
志
北

日
本
新
聞
社
常
務
取
締
役
編
集
局
長
の
乾
杯
の

御
発
声
を
も
っ
て
祝
宴
に
入
る
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
剣
舞
「
本
能
寺
」

が
坂
田
直
彦
幹
事
の
剣
舞
、
伴
吟
栃
原
百
合
子

連
盟
会
員
の
両
氏
に
よ
り
、
次
い
で
津
軽
三
味

線
演
奏
「
津
軽
幻
想
曲
」
が
紫
風
会
会
主
泉
茈

凬
、
由
凬
、
田
中
麻
紗
子
の
三
氏
に
よ
り
演
じ

ら
れ
、
参
加
者
を
魅
了
し
た
。
そ
の
後
歓
談
に

移
り
、
大
い
に
盛
会
。
最
後
に
、
楠
浩
介
北
日

本
新
聞
社
編
集
局
生
活
文
化
部
長
が
会
の
発
展

を
祈
念
し
万
歳
三
唱
し
、
終
宴
と
な
っ
た
。

◇
功
労
者
表
彰

　
石
工
　
冬
青
、
大
久
保
置
箔
、
久
﨑
富
美
子

　
小
坂
優
美
子
、
坂
田
　
直
彦
、
坂
田
　
紀
枝

　
高
村
　
寿
山
、
宮
西
　
昌
子
、
八
尾
と
お
る

◇
祝
賀
会
御
芳
志

北
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
　
蒲
地
　
誠

様

　
金
　
三
万
円

芸
術
文
化
協
会
会
長
　
伊
東
　
眞

様

　
ビ
ー
ル
券
大
び
ん
一
ダ
ー
ス

石
工
　
冬
青

様

　
金
　
二
万
円

匿
名
　
金
一
万
円
、　
匿
名
　
金
一
万
円
　
　



◇

高
　
野
　
ム
ツ
オ

先
生

特
選
句
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義
　
信
選

か
づ
を
選

冬
　
青
選

可
津
志
選

置
　
箔
選

こ
う
き
選

喜
　
子
選

康
　
裕
選

城
　
子
選

ゆ
う
子
選

弥
　
生
選

秀
　
子
選

美
智
子
選

洋
　
子
選

直
　
彦
選

一
　
子
選

重
　
之
選

桂
　
子
選

恵
　
子
選

昭
　
夫
選

　
勇
　
選

せ
つ
子
選

寿
　
山
選

三
　
久
選

平
　
太
選

達
　
哉
選

睦
　
子
選

橋
す
ぢ
は
工
場
の
町
花
大
根

花
束
や
散
ら
ば
つ
て
ゆ
く
卒
業
子

寝
た
き
り
の
妻
に
は
春
の
わ
ら
べ
唄

田
螺
鳴
く
水
路
の
つ
な
ぐ
散
居
村

施
設
へ
と
移
り
空
家
に
桜
咲
く

寝
た
き
り
の
妻
に
は
春
の
わ
ら
べ
唄

今
日
の
日
を
ね
ぎ
ら
う
よ
う
に
春
夕
焼

田
螺
鳴
く
水
路
の
つ
な
ぐ
散
居
村

三
度
目
は
顔
向
け
て
待
つ
遠
初
音

人
事
移
動
紙
面
い
つ
ぱ
い
春
動
く

過
疎
村
や
男
の
子
の
生
れ
て
こ
い
の
ぼ
り

組
む
も
酒
仕
舞
ふ
も
酒
や
山
車
祭

金
め
ば
る
能
登
の
夕
日
の
色
持
て
り

身
丈
よ
り
大
き
い
返
事
卒
園
児

老
い
の
爪
伸
び
る
が
速
し
山
笑
ふ

ネ
ク
タ
イ
に
ま
た
も
手
の
ゆ
く
新
教
師

お
互
い
さ
ま
転
ば
れ
ん
な
に
山
笑
ふ

水
温
む
老
い
て
は
居
れ
ぬ
眉
ひ
か
む

国
訛
ぽ
ろ
り
と
主
治
医
あ
た
た
か
し

荼
毘
を
待
つ
不
思
議
な
時
間
鳥
雲
に

鰤
カ
マ
の
岩
の
や
う
な
る
焼
か
れ
や
う

花
吹
雪
傾
い
だ
墓
を
撫
で
も
し
て

風
光
る
帰
つ
て
こ
よ
と
稚
魚
放
つ

五
箇
山
の
春
に
紛
れ
て
鳥
の
声

草
の
餅
ほ
た
ほ
た
百
寿
恋
話

い
つ
し
か
に
実
家
と
呼
ば
れ
花
は
葉
に

セ
ー
タ
ー
か
ら
顔
出
す
今
日
と
い
ふ
未
来

高
野
　
弘
深

成
瀬
真
紀
子

若
土
　
白
羊

中
島
　
平
太

林
　
さ
と
子

若
土
　
白
羊

山
崎
美
江
子

中
島
　
平
太

大
久
保
置
箔

堀
　
　
禮
子

岡
本
　
芙
美

安
居
　
雅
寿

石
黒
　
順
子

跡
治
　
順
子

角
田
　
睦
子

水
野
　
元
雄

二
口
わ
こ
う

浅
尾
　
京
子

森
　
　
純
子

谷
　
　
雅
夫

四
宮
　
一
子

宮
西
　
昌
子

水
上
　
玲
子

石
灰
　
潤
子

田
中
　
憲
子

飯
干
ゆ
か
り

民
谷
ふ
み
子

◇

連

盟

選

者

特

選

句

一

処

決

め

た

る

や

う

に

残

る

雪
　
　
　
　
小
泉
　
恵
子

磐

座

の

神

と

睦

び

し

春

の

雷
　
　
　
　
　
　
森
野
　
　
稔

太

陽

を

包

む

形

に

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ
　
　
　
平
井
　
弘
美

雪

代

の

音

の

高

ま

る

忘

れ

鍬
　
　
　
　
　
　
浜
谷
　
栄
子

音

も

な

く

水

騒

が

せ

て

蝌

蚪

生

る
　
　
　
石
田
　
英
子

美
知
子
選

多
佳
子
選

真
智
子
選

幸
　
子
選

あ
つ
子
選

千
鶴
子
選

純
　
子
選

敬
　
三
選

　
稔
　
選

と
お
る
選

花
に
酔
ふ
夫
の
知
ら
ざ
る
月
日
過
ぐ

海
に
向
き
海
を
背
に
し
て
種
を
蒔
く

字
余
り
の
句
を
置
き
去
り
に
雁
帰
る

ア
ネ
モ
ネ
や
明
る
く
歳
を
重
ね
た
し

春
昼
の
盥
に
躍
る
嬰
の
四
肢

廃
線
の
先
に
ふ
る
さ
と
木
の
芽
風

氷
見
捕
れ
の
目
刺
は
海
の
色
の
ま
ま

廃
線
の
先
に
ふ
る
さ
と
木
の
芽
風

う
ら
ら
か
や
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
並
び
順

生
き
て
行
く
術
を
学
び
て
卒
業
す

馬
瀬
　
和
子

石
田
　
英
子

飛
田
雪
貌
子

金
山
美
恵
子

細
野
　
千
里

青
木
　
章
子

北
川
　
秀
子

青
木
　
章
子

池
田
　
衣
舞

荒
木
か
づ
を

◇

入
　

賞
　

句

立
山
を
胸
に
抱
き
寄
せ
袋
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
新
村
美
那
子

べ
ん
き
ょ
う
す
き
き
ゅ
う
し
ょ
く
が
す
き
一
年
生
　
脇
坂
琉
美
子

三
度
目
は
顔
向
け
て
待
つ
遠
初
音
　
　
　
　
　
　
大
久
保
置
箔

橋
す
ぢ
は
工
場
の
町
花
大
根
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
弘
深

花
冷
え
の
石
一
枚
の
「
長
寿
橋
」　
　
　
　
　
　
　
三
箇
　
清
美

校
門
を
出
て
半
世
紀
桜
東
風
　
　
　
　
　
　
　
　
細
野
　
周
八

　
　
　
八
　
位
　
４
点
（
特
選
１
）

鰤
カ
マ
の
岩
の
や
う
な
る
焼
か
れ
や
う
　
　
　
　
四
宮
　
一
子

花
に
酔
ふ
夫
の
知
ら
ざ
る
月
日
過
ぐ
　
　
　
　
　
馬
瀬
　
和
子

水
温
む
老
い
て
は
居
れ
ぬ
眉
ひ
か
む
　
　
　
　
　
浅
尾
　
京
子

人
事
異
動
紙
面
い
つ
ぱ
い
春
動
く
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
禮
子

　
俳
人
協
会
富
山
県
支
部

　
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
　
　
協
会
員
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

日
　
時
　
　
九
月
二
十
三
日
（
火
・
秋
分
の
日
）
午
後
一
時

　

会
　
場
　
　
富
山
電
気
ビ
ル
四
階
光
の
間
　

　

講
　
師
　
　
小
島
　
　
健

先
生

　

　
　
　
　
　
　
俳
人
協
会
副
会
長
、「
河
」
同
人
会
長

　
　
天
　
位
　
11
点

廃
校
は
古
城
の
ご
と
し
山
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
せ
つ
子

　
　
地
　
位
　
９
点

身
丈
よ
り
大
き
い
返
事
卒
園
児
　
　
　
　
　
　
　
跡
治
　
順
子

　
　
人
　
位
　
８
点
（
特
選
２
）

田
螺
鳴
く
水
路
の
つ
な
ぐ
散
居
村
　
　
　
　
　
　
中
島
　
平
太

　
　
四
　
位
　
８
点
（
特
選
１
）

い
つ
し
か
に
実
家
と
呼
ば
れ
花
は
葉
に
　
　
　
　
飯
干
ゆ
か
り

　
　
五
　
位
　
７
点

折
紙
も
リ
ハ
ビ
リ
の
う
ち
春
う
ら
ら
　
　
　
　
　
大
坪
き
よ
子

春
時
雨
沖
の
船
待
つ
可
動
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
や
す
子

金
め
ば
る
能
登
の
夕
日
の
色
持
て
り
　
　
　
　
　
石
黒
　
順
子

　
　
六
　
位
　
６
点

字
余
り
の
句
を
置
き
去
り
に
雁
帰
る
　
　
　
　
　
飛
田
雪
貌
子

昭
和
よ
り
百
年
流
れ
過
疎
の
春
　
　
　
　
　
　
　
船
平
　
晩
秋

揚
雲
雀
空
の
定
点
観
測
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
昭
夫

そ
の
中
の
丸
刈
り
は
吾
子
卒
業
歌
　
　
　
　
　
　
古
小
路
憲
子

寝
た
き
り
の
妻
に
は
春
の
わ
ら
べ
唄
　
　
　
　
　
若
土
　
白
羊

草
の
餅
ほ
た
ほ
た
百
寿
恋
話
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
憲
子

聞
き
と
れ
ぬ
防
災
無
線
春
疾
風
　
　
　
　
　
　
　
有
川
　
　
寛

　
　
　
七
　
位
　
５
点

句
座
に
活
け
厨
に
活
け
て
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
室
井
千
鶴
子

ほ
た
る
い
か
路
地
は
昭
和
の
ま
ま
あ
り
て
　
　
　
荒
田
眞
智
子

十
歳
の
あ
の
日
あ
の
時
原
爆
忌
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
敏
江

重
さ
う
に
し
あ
わ
せ
さ
う
に
苗
木
買
ふ
　
　
　
　
角
田
　
睦
子

ア
ネ
モ
ネ
や
明
る
く
歳
を
重
ね
た
し
　
　
　
　
　
金
山
美
恵
子

目
刺
一
連
吊
る
し
て
海
の
風
を
き
く
　
　
　
　
　
石
工
　
冬
青

あ
ら
汁
の
頰
骨
す
す
る
大
寒
波
　
　
　
　
　
　
　
小
坂
優
美
子

五
十
周
年
記
念
俳
句
大
会
作
品
抄

五
十
周
年
記
念
俳
句
大
会
作
品
抄

　
富
山
県
現
代
俳
句
協
会

　
　
秋
季
吟
行
俳
句
大
会
（
予
告
）

　

日
　
時
　
九
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
受
付

　

会
　
場
　
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

　

吟
行
地
　
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
宿
場
町
回
廊
め
ぐ

　

　
　
　
　
り
、
芭
蕉
句
碑
、
海
遠
望
等
　
　
　
　
　
　

　

参
加
費
　
二
句

千
円
（
当
日
会
場
受
付
時
に
支
払
い
）

富
山
県
芸
術
祭
主
催

富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
参
加

富
山
県
俳
句
連
盟
秋
季
俳
句
大
会
（
予
告
）

講

師
　
歌
人
、
前
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
会
長

木
　
下
　
　
晶

先
生

日

時
　
十
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時

会

場
　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル
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佐
藤
鬼
房
は
風
土
に
培
わ
れ
た
心
を
詠
う
こ

と
が
本
来
の
俳
句
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
鬼
房
の
句
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

 

・
む
さ
さ
び
の
夜
語
り
の
父
わ
が
胸
に

　
夜
行
性
の
む
さ
さ
び
と
幼
い
時
の
夜
語
り
の

父
を
詠
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
鬼
房
の
心
の

形
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
、
気
候
な
ど

と
分
け
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。

 

・
夏
草
に
糞
ま
る
こ
こ
に
家
た
て
ん
か

　
結
婚
し
た
時
の
句
。
芭
蕉
は
平
泉
を
訪
れ
た

時
「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
と
詠
み
ま
し

た
。
あ
の
夏
草
と
の
共
通
点
は
、
た
く
ま
し
く

生
い
茂
る
と
い
う
点
で
す
。
鬼
房
は
夏
草
の
所

で
排
泄
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
ず
っ
と
暮
ら
す
と

言
っ
て
い
ま
す
。

 

・
か
ま
き
り
の
貧
し
き
天
衣
ひ
ろ
げ
た
り

　
か
ま
き
り
が
広
げ
た
翅
が
天
人
の
羽
衣
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
貧
し
く
と
い
う
一
語
に

よ
っ
て
か
ま
き
り
が
か
ま
き
り
で
な
く
な
り
、

鬼
房
自
身
に
な
っ
て
き
ま
す
。
貧
し
き
天
衣
を

広
げ
、
必
死
に
生
き
て
い
く
と
い
う
反
逆
精
神

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

・
切
株
が
あ
り
愚
直
の
斧
が
あ
り

　
季
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
株
が
あ
り
の
後
に

愚
直
と
い
う
語
句
が
続
い
て
い
ま
す
。
ギ
ク

　
　
　
　
　
俳
句
と
風
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　—

佐
藤
鬼
房
の
場
合—

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
俳
句
協
会
会
長
、「
小
熊
座
」
主
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
館
長

高
野
ム
ツ
オ
先
生 

　

講
演
要
旨

シ
ャ
ク
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
対
比
さ

れ
て
い
る
の
は
切
株
と
斧
で
す
。
実
際
に
断
ち

切
っ
た
の
は
人
間
で
す
が
、
矛
盾
し
た
存
在
そ

の
も
の
が
人
間
の
在
り
方
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

 

・
潮
く
み
の
耳
と
が
ら
せ
て
断
乎
た
り

　
潮
く
み
の
仕
事
は
、
辛
い
重
労
働
で
す
。
そ

う
い
う
労
働
に
携
わ
る
貧
し
い
人
た
ち
で
す
が
、

耳
を
と
が
ら
せ
て
生
き
て
い
ま
す
よ
と
い
う
生

の
証
を
詠
っ
て
い
ま
す
。

　・
毛
皮
は
ぐ
日
中
桜
満
開
に

　
鬼
房
が
関
わ
っ
て
く
る
人
間
の
多
く
は
弱
者

で
辛
い
労
働
に
携
わ
る
人
、
こ
の
世
か
ら
外
れ

て
し
ま
い
そ
う
な
人
た
ち
で
す
。
毛
皮
剥
ぎ
の

職
人
も
そ
う
で
す
。
昼
日
中
桜
が
満
開
の
時
桜

を
愛
で
、
行
く
春
を
惜
し
む
と
い
う
世
界
と
の

対
比
で
す
。

 

・
縄
と
び
の
寒
暮
い
た
み
し
馬
車
通
る

　
風
土
と
俳
句
の
関
り
を
示
し
た
初
期
の
典
型

的
な
句
で
す
。
作
ら
れ
た
場
所
は
塩
釜
で
す
。

漁
港
が
あ
り
魚
を
積
ん
だ
魚
臭
い
馬
車
が
や
っ

て
く
る
。
そ
の
中
で
子
供
た
ち
が
縄
飛
び
を
し

て
い
る
。「
縄
と
び
」
と
「
寒
暮
」
を
直
接
結

び
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
力
技
で
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

・
馬
の
目
に
雪
ふ
り
湾
を
ひ
た
ぬ
ら
す

　
鬼
房
一
家
が
住
ん
で
い
た
岩
泉
は
馬
の
産
地

で
す
。
馬
の
目
に
雪
が
降
り
、
そ
の
雪
が
湾
を

濡
ら
し
た
。「
馬
の
目
に
雪
ふ
り
」
か
ら
い
き

な
り
湾
を
ひ
き
ま
す
。
小
さ
な
も
の
か
ら
大
き

な
も
の
へ
、「
湾
を
ひ
た
ぬ
ら
す
」
が
、
こ
の

馬
の
生
命
力
を
暗
示
し
て
い
ま
す
。

 

・
夜
蛙
や
沿
線
に
子
を
産
し
て
住
む

　
自
然
だ
け
が
風
土
で
は
な
く
、
人
間
が
生
き

て
い
る
場
所
全
て
が
風
土
で
す
。「
沿
線
に
子

を
産
し
て
」
い
る
沿
線
も
風
土
で
す
。
俺
は
こ

こ
に
子
供
を
な
し
て
ず
っ
と
住
ん
で
い
く
と
い

う
夜
蛙
の
決
意
を
そ
の
ま
ま
句
に
し
た
わ
け
で

す
。
夜
蛙
と
い
う
季
語
が
効
い
て
い
ま
す
。

 

・
焼
子
酔
ひ
馬
車
ひ
き
が
酔
ひ
霙
ふ
る

　
焼
子
と
い
う
の
は
、
炭
焼
き
の
従
事
者
で
山

を
所
有
し
て
い
な
い
人
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

炭
焼
き
も
実
は
毛
皮
を
剥
ぐ
人
と
似
た
境
遇
に

あ
り
ま
す
。
炭
焼
き
の
人
が
酔
っ
ぱ
ら
う
、
馬

車
引
き
が
酔
っ
ぱ
ら
う
。
そ
れ
を
讃
え
る
よ
う

に
霙
が
降
っ
て
い
る
と
い
う
情
景
で
す
。

 

・
蝦
夷
の
裔
に
て
木
枯
を
ふ
り
か
ぶ
る

　
私
は
「
蝦
夷
」
を
「
え
み
し
」
と
読
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
蝦
夷
と
い
う
の
は
、
東
北
地
方

特
に
宮
城
県
、
岩
手
県
、
青
森
県
、
秋
田
県
の

一
部
に
住
ん
で
い
た
人
の
蔑
称
で
す
。

　「
蝦
夷
」
と
虐
げ
ら
れ
て
き
た
末
裔
だ
け
れ

ど
、
木
枯
を
ふ
り
か
ぶ
り
な
が
ら
こ
こ
で
生
き

て
い
く
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
生
が
あ
る
の
は
、
そ
う
い
う
ル
ー
ツ

が
あ
り
、
時
代
を
超
え
た
地
の
流
れ
が
あ
る
か

ら
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
俳
句
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
、
風

土
を
自
分
の
言
葉
と
し
て
生
か
し
て
い
く
こ
と

に
繋
が
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

・
陰
に
生
る
麦
尊
け
れ
青
山
河

　
こ
の
俳
句
は
、
鬼
房
自
身
が
も
う
こ
の
句
が

で
き
た
か
ら
、
俺
は
死
ん
で
も
よ
い
と
ま
で
言

い
切
っ
た
自
慢
の
俳
句
で
す
。
ま
だ
六
十
歳
に

な
る
前
で
し
た
。
古
事
記
と
か
日
本
書
紀
な
ど

に
あ
る
話
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
。

　
陰
に
な
る
山
影
な
ど
、
日
の
当
た
ら
な
い
場

所
に
生
え
る
麦
だ
か
ら
こ
そ
尊
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
古
事
記
に
、「
陰
に
生
る
麦
」
に
関
す

る
大
気
都
比
売
神
（
オ
オ
ゲ
ツ
ヒ
メ
）
と
い
う

女
性
の
神
様
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
話
が
あ

り
ま
す
。「
ほ
と
陰
部
」
か
ら
麦
が
生
え
て
き

た
と
い
う
い
う
神
話
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
視
点
で
捉
え
る
と
、
青
山
河
が
女
体
、

そ
の
隠
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
生
え
だ
し
た
麦
が

最
も
命
を
伝
え
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
代

と
古
代
と
、
ま
た
未
来
に
向
か
う
そ
う
い
う
時

間
を
超
え
た
俳
句
の
世
界
を
作
ろ
う
と
し
た
の

が
、佐
藤
鬼
房
の
俳
句
で
す
。
陸
奥
の
人
に
と
っ

て
は
、
麦
は
大
事
な
食
料
だ
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
も
ま
た
陸
奥
の
人
の
生
き
方
で
す
。
制
圧
さ

れ
る
側
、
制
圧
す
る
側
、
そ
の
中
で
人
間
は
自

分
の
生
だ
け
を
大
事
に
し
て
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
ま
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
俳
句
で
す
。

　
こ
こ
が
佐
藤
鬼
房
の
俳
句
の
原
点
だ
し
、
こ

れ
か
ら
私
た
ち
が
風
土
と
い
う
こ
と
を
考
え
な

が
ら
俳
句
を
作
る
と
い
う
よ
り
も
、
風
土
か
ら

私
た
ち
は
逃
れ
難
く
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

新
幹
線
等
も
現
代
の
風
土
の
一
つ
で
す
。
私
た

ち
を
生
か
し
て
い
る
も
の
全
て
が
風
土
な
ん
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
も
う
一
回
見
詰
め
直
し
、

自
分
な
り
に
、
さ
ら
に
い
い
も
の
を
作
ろ
う
と

言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
私
は
私
な
り
の
風
土
の

俳
句
を
作
っ
て
い
き
た
い
な
と
い
う
お
話
を
し

て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

（
文
責
　
高
田
　
勇
）



　
富
山
県
俳
句
連
盟

　
　
夏
季
吟
行
会
（
予
定
）

　日
　時
　
七
月
二
十
一
日（
月
・
海
の
日
）

　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

　会　
場
　
桜
ク
リ
エ

　
　
　
　
南
砺
市
立
野
原
一
五
一
四—

一
八

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
七
六
三
（
六
二
）
三
一
〇
六

　
　
　
　
北
陸
自
動
車
道
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
隣
接

　
　
　
　
の
桜
ヶ
池
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス
内 

　
　
　
　
（
町
中
の
善
徳
寺
、
曳
山
会
館
、
蔵
回
廊
、

　
　
　
　
土
蔵
群
及
び
桜
ヶ
池
周
辺
）

　締　
切
　
十
時
よ
り
受
付
　
十
一
時
半
厳
守

　会
　費
　
二
句
出
句
　
千
円
　
　

　交

通
　
Ｊ
Ｒ
城
端
駅
よ
り
「
な
ん
バ
ス
」
桜
ヶ
池

　
　
　
　
公
園
行
、
桜
ヶ
池
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
下
車

　
　
　
　
（
所
要
時
間
十
五
分
程
度
）

　
　
　
　
八
時
四
〇
分
発
、
九
時
三
〇
分
発

　
　
　
　
十
一
時
発
（
一
乗
車
二
百
十
円
）

　
　
　
　
自
家
用
車

東
海
北
陸
自
動
車
道
城
端
ス
マ
ー

　
　
　
　
　
ト
Ｉ
Ｃ
又
は
福
光
Ｉ
Ｃ
で
下
り
桜
ヶ
池
方
面
へ

　第
44
回

と
や
ま
文
学
賞
作
品
募
集

俳
　
句
　
未
発
表
句
　
二
十
句

　�

　（
手
書
き
の
場
合
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
、

　
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
原
稿
は
20
字
20
行
）

締
　
切
　
令
和
七
年
九
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
〒
930—

0096
富
山
市
舟
橋
北
町
七
︱
一

　
　
　
　（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　
〈
と
や
ま
文
学
賞
〉
係
宛
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収　　　入　　　の　　　部

科　目 予算額（A） 決算額（B）差（B－A） 備　　　　考 科　目 予算額（A） 決算額（B）差（B－A） 備考（決算の内訳）

繰 越 金 1,418,062 1,418,062 0 事 務 費 400,000 185,417 214,583 通信費 122,416
消耗品費 14,585 その他 48,416

過年度分会費 15,000 21,000 6,000 事 業 費 900,000 825,768 74,232
総会・春季大会 412,700
夏季吟行会 58,045
秋季大会 230,679
会報 107,844 越の賛歌 16,500

助 成 金 150,000 150,000 0 富山県芸術文化協会より 交 通 費 200,000 186,500 13,500

寄 附 金

合同句集代金

雑 収 入

合　計

5,000

750,000

60,000

3,548,062

0

759,000

64,022

3,568,084

－ 5,000

9,000

4,022

20,022

第49 集　購入253 部

夏季吟行会参加費、利息

負 担 金

合同句集代金

雑 支 出

予 備 費

合　計

55,000

960,000

40,000

913,062

3,548,062

35,000

773,090

42,365

0

2,131,061

20,000

186,910

－ 2,365

913,062

1,417,001

富山県芸術文化協会負担金

第49集　315部発行
振込手数料等 1,815
慶弔費 40,550

寄 附 金 5,000 5,000 0 負 担 金 55,000 55,000 0 富山県芸術文化協会負担金

合同句集代金

雑 収 入

合　計

750,000

60,000

3,497,023

750,000

60,000

3,538,062

0

0

－ 41,039

第50集

夏季吟行会参加費、利息

合同句集代金

雑 支 出

支出計

予 備 費

合　計

920,000

40,000

2,675,000

822,023

3,497,023

960,000

40,000

2,635,000

903,062

3,538,062

－ 40,000

0

－ 40,000

－ 81,039

－ 41,039

第50集発行

払込手数料 他

収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部

科　目

繰 越 金

会　　費

過年度分会費

助 成 金

予算額（A）

1,437,023

1,080,000

15,000

150,000

前年度予算額（B）

1,418,062

1,140,000

15,000

150,000

差（A－B）

18,961

－ 60,000

0

0

備　　　　考

Ｒ 7 年度分会費

富山県芸術文化協会より

科　目

事 務 費

会 議 費

事 業 費

交 通 費

予算額（A）

380,000

80,000

1,000,000

200,000

前年度予算額（B）

400,000

80,000

900,000

200,000

差（A－B）

－ 20,000

0

100,000

0

備　　　　考
通信費 260,000
消耗品費 50,000 その他 70,000

俳句大会 720,000
会報 150,000 その他 130,000

会　　費 1,150,000 1,156,000 6,000 Ｒ 6 年度分会費 会 議 費 80,000 82,921 － 2,921

支　　　出　　　の　　　部

令 和 ７ 年 度　予　算　計　画　書

令 和 ６ 年 度　決　算　報　告　書

（収支差額（収入合計－支出合計）1,437,023 円 は次年度へ繰越）

（単位：円）

（単位：円）

連
盟
会
報
100
号
を
こ
こ
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

次
回
101
号
は
令
和
七
年
十
二
月
一
日
発
行
予

定
で
す
。
会
報
に
関
す
る
記
事
等
が
あ
れ
ば

原
稿
用
紙
に
記
入
の
上
、
左
記
に
送
付
下
さ

い
。

〒
九
三
二
︱
〇
二
一
一
　
南
砺
市
井
波
一
四
八
五
―
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
田
　
　
　
勇

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
〇
七
六
三
）
八
二—

二
九
〇
八

◇
消
　
息

〇
富
山
県
現
代
俳
句
協
会
は
、
三
月
二
十
三
日

（
日
）、
令
和
七
年
度
定
期
総
会
を
富
山
県
教
育

文
化
会
館
で
開
催
し
た
。
そ
の
後
春
季
俳
句
大

会
が
行
わ
れ
た
。
会
員
八
十
一
名
が
事
前
に
一

句
づ
つ
投
句
し
、
当
日
参
加
者
四
十
三
名
の
互

選
で
入
賞
句
を
選
ん
だ
。

天
位
　
気
嵐
の
中
か
ら
夫
の
船
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
直
彦

地
位
　
雛
の
間
に
座
せ
ば
母
あ
る
心
地
ふ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
久
美
子

人
位
　
戦
場
に
黙
し
種
蒔
く
農
婦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
島
　
詩
香

　
合
同
句
集
（
第
五
十
集
）

　
　原

稿

募

集

　
句
集
を
次
の
と
お
り
刊
行
い
た
し
ま
す
。

同
封
の
原
稿
用
紙
に
よ
り
全
員
こ
ぞ
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

〇
作
品
数
　
十
五
句
（
令
和
六
年
七
月
か
ら

令
和
七
年
六
月
ま
で
の
自
選
句
）

〇�

記
載
要
領
　
所
定
の
原
稿
用
紙
に
姓
号
、

（
ふ
り
が
な
）
作
品
（
春
夏
秋
冬
の
順
が
望

ま
し
い
）
本
姓
名
、
生
年
月
日
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
所
属
結
社
ま
た

は
句
会
名
を
記
載
す
る
。
希
望
者
は
住
所

等
の
未
掲
載
も
可
。

　�

か
な
づ
か
い
は
新
旧
混
用
せ
ず
何
れ
か
に

必
ず
〇
を
付
け
る
こ
と
。

〇
締
　
切
　
七
月
二
十
六
日（
土
）期
日
厳
守
。

〇
出
句
料
　
三
千
円
（
一
冊
進
呈
）

　�
同
封
の
振
替
用
紙
で
原
稿
発
送
と
同
時
に

郵
便
局
へ
払
い
込
む
こ
と
。

〇
送
付
先
　
〒
九
三
五—

〇
〇
〇
五

　
　
氷
見
市
栄
町
一
〇—

二
六

　
　
　

坂
　
田
　
直
　
彦
　
方

　
　
富
山
県
俳
句
連
盟
合
同
句
集
係
宛

〇
刊
行
予
定
　
十
　
月

編

集

後

記


